Abstract
　
Lecture1．「生態系物質循環における安定同位体比の利用（水の同位体比の情報を
含む物質）」
　講師：北海道大学大学院　地球環境科学研究院　教授　杉本敦子
  日時：2009年10月19日　13:30～15:00
 水の安定同位体比は緯度や高度、および海岸からの距離といった地理的な分布に明瞭な勾配がある。水は、生態系の生命活動を支えるとともに、生態系の物質輸送を担っており、水を構成する水素と酸素は、これらの過程で、様々な物質と同位体を交換する。この講義では、水の動きを軸に、その同位体比の情報を含む物質について解説し、環境科学におけるそれらの同位体比利用の応用例を紹介する。

・CO2とO2

・メタンと脂肪酸

・硝酸

・セルロース
Lecture２．「炭素安定同位体を用いた大気・海洋炭素循環研究」
　　講師：北海道大学大学院　地球環境科学研究院　教授　吉川久幸
    日時：2009年10月19日　15:15～16:45
 人間活動の結果、温室効果ガスである大気中の二酸化炭素（CO2）は、増加を続けている。この増加に関する炭素循環研究について説明した後、炭素（及び酸素）同位体を用いてどのような観測、研究が行われているのかを紹介する。講義では、①大気中のCO2の炭素安定同位体比の観測　②大気・海洋間のCO2交換に伴う炭素の同位体分別　③海洋の溶存無機炭素の化学平衡と炭素の同位体分別について説明する。①の大気中のCO2の炭素安定同位体比ついては、人間活動によるCO2排出、大気・植生間のCO2交換、大気・海洋間のCO2交換に関して理解を深め、炭素循環研究で炭素同位体比が使われてきた経緯について説明する（特に濃度との関係に着目して講義を進める）。②と③に関しては、CO2が海水に溶け込む際の化学平衡を理解することが重要であり、CO2の溶解と炭酸のイオン解離について説明する。その後、炭酸のイオン解離に伴う同位体分別について述べる。最後に海洋の溶存無機炭素の炭素安定同位体測定による研究例について紹介する予定である。
Lecture３．「安定同位体測定と利用の基礎」
　　講師：北海道大学大学院　地球環境科学研究院　教授　杉本敦子
　　日時：2009年10月20日　13:30～15:00
 簡便なオンライン分析が可能な質量分析システムが普及し、地球環境科学、地球科学、生態学など、様々な分野で安定同位体比を利用した研究が行われている。実習の初日の講義では、同位体分別、安定同位体利用の原理、質量分析の原理、スタンダードについてなど、質量分析に関する基礎的な内容を解説する。また、実習で使用する質量分析計の構成を紹介し、実習企画内容の概略とねらいを説明する。

Lecture４．「Carbon, nitrogen, and sulfur stable isotope ratios as a tool for food web structure and dynamics studies in aquatic ecosystems」
　　Lecturer：Institute of Marine Biology of Far East Branch of Russian Academy of Sciences

　　　　        Senior Researcher　KIYASHKO Sergey
　　Date： Oct. 21st, 2009　13:30～15:00
 Aquatic food webs are complex and diverse, and advanced methods for describing their structure and dynamics must be developed to predict anthropogenic and climate impacts at local and global scales. Every biogenic material has its own inherent isotopic compositions, providing so-called "dynamic stable isotope finger prints", and, in theory, this allowed to construct a stable isotope model of food web of an ecosystem (Wada, Hattori 1991). The stable isotopes of carbon (δ13C) and nitrogen (δ15N) most often are used to trace the flows of organic matter in food webs and to provide insights into consumer's diet and trophic position. Marine near-shore food webs (salt marshes, seagrass meadows, estuaries) were initially most extensively studied using stable isotope approach for evaluation of diverse organic matter sources. Later, marine pelagic ecosystems, fresh water lakes and springs were included in studies, focusing on estimation of intra- and inter-specific variation in consumer's trophic level, food chain length, trophic niches determination, predator-prey size ratios, transfer efficiency, dynamics of energy use and many other aspects of food web ecology.  Sulfur stable isotope ratios (δ34S) are less exploited in food web studies, but they are promising tool for evaluation the role of chemosynthesis and microbial loop in aquatic ecosystems. Further development of stable isotope approach in food web studies can be based on compound-specific stable isotope analysis of molecular biomarkers (essential fatty acids, amino acids and others).

Lecture５．「バイオマーカーの安定同位体比測定とその地球化学研究への応用」
　　講師：北海道大学低温科学研究所 水・物質循環部門 大気環境　准教授　関　宰
　　日時：2009年10月22日　10:30～12:00
 生物起源の有機分子の中で、生合成に由来するものをバイオマーカーと呼び、起源特異性を持つ有機分子が数多く存在する。それらの分子レベル安定同位体比からは様々な環境情報の解読が可能であり、現在の物質循環や古環境変動を研究する上で優れた手段である。講義では、分子レベル安定同位体比の測定原理と、地球化学研究への応用例を紹介する予定である。

